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【研究成果の概要】  （文字の大きさ 9 ポイント・字数 800 字～ 1600 字程度）  
本研究では，自律的に学ぶ学習者の育成のための英語指導モデルの構築を目指して，公立高校での

授業実践を通して，生徒の英語学習に 対する自律意識がどのように育ったかについて検証した。生徒

の自律意識の変化を調べるために，本研究と同様に自律の育成を目指した授業実践を行った先行研究

（ Litt le ,  Ride ly,  Ushioda ,  2002 )で使用されたアンケートを元に日本語版を作成した。   

 本研究で授業実践を担当した著者が受け持った高校 2 年生全員を対象に，年度当初（ 5 月），1 学期

末（ 7 月）， 2 学期末（ 12 月），年度末（ 3 月）にアンケート調査を実施した。 4 回分すべてのアンケ

ートデータが確保できた生徒のみを分析対象とし，最終的な分析対象者は 97 名であった。  

 アンケートの Part  1 では，９つの英語学習に対する意識について，５段階評価（５：  強くそう思

う  ～  １：まったくそう思わない）で回答した。９つの項目（ 1.  外国語の勉強は難しい。 2.  先生が

授 業 中 に で き るだ け 多く 英 語 で 話 し てく れ ると 、 英 語 の 勉 強に 役 立つ 。 3.  間 違 っ た 英 語を話 す く ら

いだったら、話さない方が良い。 4.  英語学習でもっとも大切なのは、文法だ。 5.  英語を聞いたり話

したりするよりも、読んだり書いたりする方がより簡単だ。 6.  英語は他の科目よりも難しい。 7.  英

語 を 勉 強 す る には 、 とて も 頭 が よ く なけ れ ばな ら な い 。 8.  知 性 （＝頭 の 良 さ ） と いう も のは 、 生 ま

れ 持 っ て 身 に つい て いる も の な の で 、変 え られ な い 。 9.  英 語 が うまく な る に は 、 授業 外 にも 自 分 で

勉 強す る必 要が ある 。）の うち ５つ （項 目２ ，３ ，４ ，５ ，９ ）が 「言 語学 習プ ロセ スお よび 学習 ス

キルに対する意識」を，２つ（項目１，６）が「英語学習の難しさ対する意識」を，残りの２つ（項

目７，８）が「英語学習における知性の役割に対する意識」についての記述であった。反復測定の分

散分析の結果，年度当初と比べて変化が見られた項目は，項目２と項目３であった 。その後の検定の

結果，項目２については年度当初と年度末，2 学期末と年度末の間に統計的に有意な伸びが見られた。

この結果から，本研究の授業実践に見られるような「見通しを立てる→目標達成のための言語活動を

行う→振り返りを行う」というサイクルを通して，授業中に教師が英語をできるだけ多く使うことを，

生徒たちがより前向きに捉えるようになったと言える。項目３については，年度末の回答平均値が他

の 3 回と比べて有意に下がった。つまり，間違いを恐れずに英語を話そうという意識が高まったと言

える。授業中に行ったグループでの言語活動を 通して，生徒が互いに助け合い，学び合う経験をした

ことが，生徒の意識の変化をもたらしたと推察できる。 アンケートの Part  2 では，生徒が普段どの

ように授 業内外の 学習 に取り組 んでいる かを たずねて いる。 12 個の 学習行動 （詳細略 ）に ついて，

生徒は５段階評価（５：いつもやる～１：一度もやったことがない）で回答した。反復測定の分散分

析の結果，年度当初と比べて変化が見られたのは， 項目１，項目６ ,  偏η 2＝ 0.0347），項目 ７，項目

８，項目９，項目１０，項目１１であった。その後の検定の結果，項目１と項目７については，年度

当初と 2 学期末の間で平均値に有意な伸びが見られた。項目１については，プログレスカードを使用

した授業実践を通して，生徒自らが授業の振り返りをする習慣が身についたことの現れであると言え

る。項目７についても，返却されたプリントを見直すことで自身の学習の振り返りをしていると解釈

できる。項目６，項目９，項目１０，項目１１については，いずれも年度当初から 2 学期末，さらに

年度末にかけて平均値に有意な伸びが見られ，項目８については年度当初と年度末の間で有意な伸び

が見られた。これはつまり，年度当初から 1 学期末にかけては伸びが 見られなかったが，授業を受け

続けて半年以上経ったあたりから，徐々に生徒の意識に変化が現れたということを示している。この

ことは，授業実践の効果が確認されるまでには一定の期間が必要であることを示している。  

   

【研究成果発表方法】  

英語授業研究学会の学会誌に論文を投稿。現在審査中。  

 


